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私たちは、いかなるときでも利用者の尊厳と
人権を最優先し、常にサービス提供の質の
向上を目指します

私たちは、常に「謙虚さ」「誠実さ」「丁寧さ」を
心がけ、職員同士が共に人間的な成長ができる
仲間づくりを目指します

私たちは、福祉的課題を解決し、利用者の
住みやすい地域づくりに貢献することを目指します
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こ
の
度
、
リ
ー
ベ
リ
ー
は
令
和
4
年
5
月
1
日

よ
り
左
記
住
所
へ
移
転
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
職
員
一
同
、
よ
り
一
層
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
橋
本
ル
ー
ム
は
閉
所
致
し
ま

す
が
、
橋
本
市
に
お
住
い
の
方
も
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
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リ
ー
ベ
リ
ー

令
和
4
年
3
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
自
立
訓

練（
生
活
訓
練
）事
業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
は
、
平
成
26
年
4
月

よ
り
8
年
間
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。
4
月
1

日
か
ら
は
生
活
介
護
事
業
（
定
員
6
名
）
に
変

更
し
、
自
立
訓
練
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
、

引
き
続
き
皆
様
方
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ソ
プ
ラ
ス

暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
シ
ア
フ
ル
は
、
令
和
4

年
1
月
か
ら
橋
本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
・

高
野
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
❶
総
合
的
・
専

門
的
な
相
談
支
援 

❷
地
域
の
相
談
支
援
体
制
の

強
化 

❸
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
促
進 

❹
権
利

擁
護
・
虐
待
防
止
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
は
、
障
害
種
別
や

年
齢
に
関
わ
ら
な
い
相
談
支
援
を
実
施
し
、
当
事

者
や
家
族
な
ど
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
の
か

わ
か
ら
な
い
と
き
に
一
時
的
に
対
応
で
き
る
相
談

窓
口
と
し
て
橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
特
定
相
談
支
援
事

業
所
、障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
等
を
ご
紹
介
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
は
な
い
が
引
き
続
き
生
活

相
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
障
害
者
相
談
支
援
事

業
担
当
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
2
0
1
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v
o
l.

4
に
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

橋
本
・
伊
都
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
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法人のコト  正職員１年目の 2 人に一日密着！

一般社団法人芳心会 様　公益財団法人前川報恩会 様より
福祉活動として助成金をいただきました

福祉資源のイロハ　ペアレントメンターについて
地域生活支援拠点等とは

特集

ケアスクールひと葉では、視覚障害のある人が外出時の移動等において、安心して生活ができるようにサポート
する人を育成し、社会参加促進と家族の介護負担軽減を目的に研修を実施します。

※お問い合せ・お申し込みは、ケアスクールひと葉（てんとう虫内）までお電話ください。

ケアスクールひと葉　担当：井端　TEL. 0736-22-1730

令和 4年 5 月１５日（日）、２２日（日）
ケアスクールひと葉（てんとう虫内）（かつらぎ町佐野８４７-４）

5 月９日（月）まで
10 名
14,000 円
申込書と一般課程修了証明書（写し）が必要です

同行援護従業者養成研修一般課程修了者で、サービス提供責任者
として従事している方または今後従事することを希望する方

ケアスクール ひと葉

同行援護従事者養成研修・応用課程を開催します同行援護従事者養成研修・応用課程を開催します

研修期間

研修場所

対 象 者

募集期間

募集定員

受 講 料

申込方法

応 用 課 程

当法人で 2017 年 6 月以降に一般課程を
受講いただいた方はその時のテキストを
使用できます。応用課程のみの場合は、
別途テキスト代 2,640 円が必要です。

最小実施人数６名とし、満た
ない場合は中止とします（ （



地域生活支援拠点等　緊急対応　フロー図
緊急

　
「
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
同
等

に
生
活
し
、
と
も
に
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る

社
会
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
障

害
が
あ
っ
て
も
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
可

能
な
限
り
市
町
民
の
生
活

の
場
で
あ
る
地
域
で
の
生

活
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
地

域
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
緊
急
時
に
対
応
で

き
る
地
域
の
支
援
体
制
な

ど
の
構
築
が
必
要
で
あ

り
、
地
域
生
活
支
援
拠
点

等
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
効
果
的
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
「
地
域
生

活
支
援
拠
点
等
の
整
備
」

に
つ
い
て
、伊
都
圏
域(
橋

本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
・
九

度
山
町
・
高
野
町
)
で
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
と
は
障
害
者
の
重
度

化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
、
居

住
支
援
の
た
め
の
５
つ
の
機
能
(
❶
相
談 

❷

体
験
の
機
会
・
場 

❸
緊
急
時
の
受
け
入
れ
・

対
応 

❹
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成 

❺
地
域

の
体
制
づ
く
り
)
を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

創
意
工
夫
に
よ
り
整
備
し
、
障
害
者
の
生
活
を

地
域
全
体
で
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
体
制
整
備
に

は
、
大
き
く
分
け
て
2
つ
の
類
型
が
あ
り
ま
す
。

1
つ
目
は
、
拠
点
等
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め

に
5
つ
の
機
能
を
集
約
し
た
「
多
機
能
拠
点
整

備
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
2
つ
目
は
、

地
域
に
お
け
る
複
数
の
機
関
が
分
担
し
て
5
つ

の
機
能
を
担
う
体
制
の
「
面
的
整
備
型
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

伊
都
圏
域
で
は
、既
存
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源

を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
、地
域
生
活
支
援
拠
点
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
整
備
す
る
「
面
的
整
備
型
」

の
体
制
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
面
的
整

備
型
は
、
拠
点
整
備
の
中
核
を
担
う
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
限
ら
ず
、地
域
の
住
民
全

員
が
主
体
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

【
拠
点
機
能
】

❶ 

相 

談 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
委
託
相
談
支
援

事
業
、
特
定
相
談
支
援
事
業
と
と
も
に
地
域

定
着
支
援
を
活
用
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
緊
急
時
の
支
援
が
見
込
め
な
い
世

帯
を
事
前
に
把
握
・
登
録
し
た
上
で
、
常
時

の
連
絡
体
制
を
確
保
し
、
障
害
の
特
性
に
起

因
し
て
生
じ
た
緊
急
の
事
態
等
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
相
談
そ
の
他

必
要
な
支
援
を
行
う
機
能
で
す
。

　

伊
都
圏
域
で
は
、
12
カ
所
あ
る
相
談
支
援
事

業
所
の
う
ち
、
当
法
人
の
暮
ら
し
応
援
セ
ン

タ
ー
シ
ア
フ
ル
を
含
む
4
事
業
所
が
地
域
生
活

支
援
拠
点
事
業
所
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

❷ 

緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応 

短
期
入
所
を
活
用
し
た
常
時
の
緊
急
受
入
体

制
等
を
確
保
し
た
上
で
、
介
護
者
の
急
病
や

障
害
者
の
状
態
変
化
等
の
緊
急
時
の
受
け
入

れ
や
医
療
機
関
へ
の
連
絡
等
の
必
要
な
対
応
を

行
う
機
能
で
す
。

　

緊
急
時
に
は
、
市
町
の
障
害
福
祉
担
当
課
と

相
談
支
援
専
門
員
が
各
家
庭
の
状
況
を
確
認

し
、
利
用
者
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定

を
協
議
し
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
受
け
入
れ
先

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に
連

絡
し
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
図
り
ま
す
。
伊
都
圏
域

で
は
、
2
か
所
の
障
害
者
支
援
施
設
が
拠
点
事

業
所
の
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
緊
急
で
介
護
者

が
不
在
時
の
際
で
短
期
入
所
の
利
用
が
望
ま
し

い
時
に
は
、
そ
の
支
援
が
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
短
期
入
所
が
満
床
の
場

合
に
は
、
居
宅
介
護
な
ど
を
活
用
し
て
自
宅
で

安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
障
害
者
支
援
施
設
だ
け
で
は
な

く
、
共
同
生
活
援
助
事
業
所
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
)
の
登
録
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

橋
本
・
伊
都
地
域
に
お
け
る
緊
急
対
応
の
フ

ロ
ー
図
は
次
の
と
お
り
で
す

❸ 

体
験
の
機
会
・
場 

地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
や
親
元
か
ら
の
自

立
等
に
当
た
っ
て
、
地
域
生
活
に
向
け
た
体
験

の
機
会
の
提
供
を

通
じ
て
、
施
設
や

親
元
か
ら
共
同
生

活
援
助
等
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
や
一
人
暮
ら
し
の

体
験
の
機
会
・
場

を
提
供
し
、
生
活

の
場
の
移
行
を
し

や
す
く
す
る
支
援

を
提
供
す
る
機
能

で
す
。

　

伊
都
圏
域
で
は
、
体

験
の
機
会
・
場
に
つ
い

て
関
係
者
で
協
議
し

て
い
る
段
階
で
す
。障

害
者
総
合
⽀
援
法
に

お
い
て
は
、障
害
の
あ

る
人
が
「
ど
こ
で
誰
と

⽣
活
す
る
か
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が

確
保
」
さ
れ
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

は
「
意
思
決
定
⽀
援
」

の
重
要
な
取
り
組
み
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
暮
ら
し
の
場
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、「
体

験
」
の
有
無
が
⼤
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
体
験
を
通
じ
て
本
⼈
が
選
択
で
き
た
り
、
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タ
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主な介護者が急病・入院・葬祭等やむを得ない理由により、障がい者等が居宅で
生活することができない事情等が生じかつ、次の3項目全てに該当するため当日
または緊急的な支援が必要な場合　

❶自分の力だけでは過ごすことができない  ❷他の家族・親族などの
協力が得られない  ❸福祉サービスの利用で過ごすことができない

【緊急な困りごと】
・障がい者（児）本人
・家族

【コーディネート機能】
・計画相談（給付）有り　　
　特定相談事業所

・計画相談（給付）無し　
　委託相談事業所

緊
急
事
態
の
定
義

1 2
【状況確認】

・電話 or 訪問による
　ご本人やご家族の状況確認
・緊急事態の定義にあてはまるか
　どうか？の判断
・本人の力、家族力、福祉サービス
　利用で解決する場合は⑤で
　相談対応とする

・給付対象者でない
・該当サービスの支給決定がない

3

【緊急対応会議】
緊急事態の解消に向け検討決議

4
【緊急受け入れ等】

給　付  ・短期入所、居宅介護、施設入所
給付外  ・ホテル  
　　　  ・介護サービス付き高齢者住宅
措　置  ・救護施設、養護老人ホーム、
　　　　 障害者支援施設
確　認  ・受け入れ期間
           ・負担費用

5
【ケース会議】
今後の方向性を検討

・特定相談支援事業所
・委託相談支援事業所
・基幹相談支援センター
・行政機関
・他関係機関

6

各市町
福祉課

虐待通報
窓口

構成員
・行政機関
・特定（委託）相談
・基幹相談支援センター

情報
共有

方針
決定

役割
分担

日中活動サービス事業所
グループホーム 等

スーパーバイズ

面的整備型

相談支援
事業所等

グループホーム
障害者支援施設
基幹相談支援センター 等

必要に応じて連携

障害福祉サービス・在宅医療等
他圏域の地域生活支援拠点等

専門的職員（相談支援
専門員、社会福祉士、
精神保健福祉士等）

地域生活支援拠点等整備完成予想【橋本・伊都圏域】

短期入所施設
グループホーム等
訪問介護

緊急時の受け入れ
空室状況を報告

相談➡委託・指定特定
相談支援事業所で対応。

専門性➡法人の理解を得
ながら人材の確保・養成

体験の機会・場

ア
セ
ス

メ
ン
ト

地域の体制づくり
➡基幹相談支援
センターに配置

インフォーマル資源

必要に応じて連携

体
験
中
の
様
⼦
か
ら
本
⼈
の
意
思
の
推
定
が
可

能
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
体
験
の

機
会
・
場
」
の
機
能
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
⼀
⼈
暮
ら
し
の
体
験
の
機
会
・
場
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
の
選

択
肢
が
広
が
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。⽇
中

活
動
先
と
暮
ら
し
の
場
を
⼀
体
的
に
考
え
、
そ

の
充
実
に
向
け
て
体
験
の
機
会
・
場
を
確
保
す

る
こ
と
を
重
要
な
位
置
付
け
と
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

❹ 

専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
者
や
行
動
障
害
を
有

す
る
者
、
高
齢
化
に
伴
い
重
度
化
し
た
障
害

者
に
対
し
て
、
専
門
的
な
対
応
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
体
制
の
確
保
や
、
専
門
的
な
対
応

が
で
き
る
人
材
の
養
成
を
行
う
機
能
で
す
。 

　

伊
都
圏
域
で
は
、
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養

成
に
つ
い
て
関
係
者
で
協
議
し
て
い
る
段
階
で

す
。
現
在
、
自
立
支
援
協
議
会
の
専
門
部
会
等

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
研
修
を

企
画
し
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
修
了
者
や
、
強
度
行

動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
修
了
者
が
中
心
と
な

り
、
地
域
で
支
え
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

❺ 

地
域
の
体
制
づ
く
り

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
委
託
相
談
支
援

事
業
、
特
定
相
談
支
援
、
一
般
相
談
支
援
等

を
活
用
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
確
保
や
、
地
域
の
社
会
資
源

の
連
携
体
制
の
構
築
等
を
行
う
機
能
で
す
。 

　

伊
都
圏
域
で
は
、
自
立
支
援
協
議
会
に
あ

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
連
携
部
会
に
お
い
て
、

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
支
援
専
門
員
が
集

ま
り
、
各
市
町
の
障
害
福
祉
担
当
課
を
交
え

た
ケ
ー
ス
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ス

検
討
を
通
し
て
地
域
に
不
足
し
て
い
る
資
源

や
必
要
な
支
援
を
抽
出
し
、
地
域
の
支
援
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
協
議
会
を
中
心
に
、
行
政
や
様
々

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
が
と
も
に

連
携
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
令
和
4
年
1
月
よ
り
、
橋
本
市
・

か
つ
ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
・
高
野
町
か
ら
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
受
託
し
ま
し
た
。

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
1
つ
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
や
社
会
資
源
の
開
発
な
ど
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者
等
の

重
度
化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
に

備
え
、
伊
都
圏
域
の
市
町
と
共
に

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
と
は

登録
地
域
で
暮
ら
し

た
い
け
ど
不
安…
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正
職
員
１
年
目
の
2
人
に

一
日
密
着
！

今
回
は
よ
つ
葉
福
祉
会
で
働
く
2
人
の
職
員
の

仕
事
現
場
に
密
着
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
の
仕
事
中
の
姿
と
、
ど
ん
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

職
員
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

法人 の

コ  ト

ソプラス 就労支援員

川口 智也さん

マチフル 生活支援員

津崎 亜由さん

この仕事に就いた当初は障害のあ
る人を一般企業へ紹介するような

イメージで始めましたが、現実は全く違いま
した。「就職できた」という利用者の満足だ
けでなく、企業の満足も上げなければならな
いため、利用者や企業ニーズの把握が必要で
した。これを“アセスメント”と言い、利用
者に対し様々な視点や角度から見ることが大
切になります。自分一人の情報では幅が狭く、
他の先輩職員からの情報が参考になります。
職員間のコミュニケーションを大切にし、事
業所一体となった利用者と企業の支援に取り
組んでいます。利用者が環境によって今まで
にない力を発揮する場面も見られ、自分自身
も日々スキルアップができる非常にやりがい
のある担当です。

●求職活動のためにハローワークへ同行
現地で利用者と待ち合わせをし、職業相談へ。入口の求人情報を確認して、担当の方と職業相談をします。利用者と担当者の職業相談に同行しているので、補完

的な支援を意識しています。相談終了後は内容
の振り返りと確認をします。

●リモート支援
通所に消極的な方や通所をすることで安定し
づらい方はリモートで支援をします。表情や
声のトーン、生活リズムを確認し職場実習や
就職に向けての相談を行っています。

●施設外訓練先での作業支援
企業の一室をお借りし、作業活動をしていま
す。今取り組んでいるのは、長い布紐を半田ごてで決まった長さに切り、決められた本数を揃えてリボンで結ぶ作業です。利用者さんからは人気があり、「川口さんは優しい」「こまめに声をかけてくれる」「相談にのってもらっています」と笑顔で話されています。就職や職場定着からの視点でアセスメントしながら一緒に自分もやっています。企業の中で仕事をすることでリアリティの高い訓練ができます。

●家事支援
グループホームの掲示物や利用者の

家事当番表などを作成。家事の順番は利用者が

やりやすいように工夫しています。

●同行支援や家族支援

役所への書類手続の同行や、家族へ情報を伝えた

り相談をしたりする支援も行います。家族への情

報提供や相談では、「家族は本人の何を知りたい

と思っているのか」「家族に安心してもらうため

にはどうすればよいか」を常に考えています。

その他にも職場見学や職場実習の調整や支援、就職された方への定着支援なども行っています。「まだまだわからないことがいっぱいあり、うまくいかないことばかりです」と謙遜されていますが、何事にも意欲的な川口さんです。

この仕事を始めた頃は「障害のある人

もない人も同等」という考えがあり、

障害のある人に対する配慮の視点が弱かったよ

うに思います。先輩職員さんたちからアドバイ

スをいただき、視点や考え方を変えることがで

きてきました。利用者や共に働く職員が気持ち

よく働けるように、自分の得意とする和やかな

雰囲気作りをして、人と人との関係を大切に仕

事をしていきたいです。知識や経験はまだまだ

ですが、仲間に助けられて独り立ちできていま

す。皆のおかげでできていることも多いので、

これからはもっともっと、知識と経験をつけて

福祉のことを学び、仕事に励みたいです。

自己
紹介

仕事
内容

●世話人の調整

グループホームには生活支援員のほか、日常生

活で直接支援する世話人がいます。人手が足り

なくなるときは調理など、普段の仕事とは違う

仕事を担当する日も。世話人の間の調整も大切

な仕事。皆が楽しくできるよう、日々考えなが

ら働いています。

●服薬管理、金銭管理の支援

最も緊張感がある時間です。お金を預かる重大

な仕事だからです。自分で管理することが難し

い方には、毎日使う額を本人と相談しながら設

定して渡します。自分で薬を管理し服薬するこ

とが難しい方には、薬の準備と服薬時間での声

掛けをします。職員が代わっても同じ支援がで

きるように注意事項や配慮事項とともに服薬カ

レンダーを作成しています。

居住支援や生活支援は目立ちやすい業務では
なく成果も見えにくい仕事ですが、利用者にとってなくてはならない大切な支援です。「皆のおかげでできている、よつ葉福祉会の

職員だからこそ」と、やる気いっぱいで
頼もしい津崎さんです。

いつもニコニコ、笑顔が素敵な女性です。

当法人の介護職員初任者研修を受講した後、

グループホームの開所と同時にパートの世話人に。

昨年10月からは正職員になり、現在6ヶ月が

経過。利用者にとって欠かすことのできない

生活支援を担当しています。

仕事
内容

入社して 1年が
経過したフレッシュマンです。

障害者福祉に限らず
福祉の仕事をすることが初めてで、
無我夢中で走り続けています。

自己
紹介

\よつ葉からの紹介 /
\よつ葉からの紹介 /



　

時
代
や
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
地

域
や
障
害
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
、
既
存
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
居
住
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が

変
わ
り
、
地
域
生
活
に
向
け
た
一
人
暮

ら
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
体
験
の
機

会
や
、
重
度
な
障
害
の
る
方
の
居
住
が

施
設
入
所
以
外
に
も
選
択
肢
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
ご
本
人

の
意
思
が
よ
り
反
映
さ
れ
た
仕
組
み
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
マ
チ
フ
ル
(
定
員
5

名

×

2
)
を
開
所
し
、
令
和
4
年
7

月
に
は
2
か
所
目(
定
員
5
名×

2
名
)

を
開
所
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る

ダ
イ
ニ
ン
グ
の
環
境
整
備
事
業

へ
の
助
成

　

マ
チ
フ
ル
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)
を

開
所
す
る
時
に
は
設
備
や
備
品
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
冷
蔵
庫
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、

電
子
レ
ン
ジ
と
い
っ
た
ダ
イ
ニ
ン
グ
環

境
が
整
備
で
き
ず
、
法
人
職
員
や
地
域

の
方
々
に
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た

も
の
や
眠
っ
て
い
る
備
品
等
を
譲
り

受
け
、
何
と
か
揃
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
年
季
の
入
っ
た

備
品
が
多
く
、
故
障
す
る
た
び
に
修

理
や
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
化

製
品
に
つ
い
て
は
老
朽
化
と
と
も
に

最
新
機
種
と
比
べ
る
と
機
能
性
も
劣

り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
と
し
て
、
単
身
生
活
や
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
生
活
へ
と
自
立
を
目
指

す
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
自
立
生
活

の
練
習
の
場
と
捉
え
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
で
き
る
限
り
単
身
生
活
等
の

自
立
生
活
に
近
い
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ

の
あ
る
生
活
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

一
般
社
団
法
人
芳
心
会 

様
よ
り
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
環
境
の
整
備
に
対
す
る
助

成
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る

洗
濯
機
・
掃
除
機
購
入
へ
の
助
成

　

法
人
職
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
譲
り

受
け
た
洗
濯
機
と
掃
除
機
は
老
朽
化
し

て
い
る
う
え
、
使
用
方
法
や
仕
様
が
複

雑
で
わ
か
り
に
く
く
、
利
用
者
の
中
に

は
手
順
を
覚
え
て
操
作
す
る
こ
と
難
し

い
人
も
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
介
入
の

少
な
い
支
援
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

使
用
方
法
が
簡
易
で
わ
か
や
り
す
く
、

軽
く
て
扱
い
や
す
い
機
器
を
使
用
し
自

立
生
活
が
促
進
で
き
る
よ
う
に
、
公
益

財
団
法
人
前
川
報
恩
会 

様
よ
り
、
洗

濯
機
と
掃
除
機
の
購
入
に
対
す
る
助
成

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

私
た
ち
職
員
の
仕
事
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
へ
の
直
接
支
援
を
す
る
こ
と
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
な
障
壁

を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
地

域
社
会
に
障
害
者
理
解
が
進

み
、
結
果
、
合
理
的
配
慮
の
あ

る
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

本
人
を
変
え
る
こ
と
で
環
境
が
力

を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
本
人
の
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入

居
す
る
利
用
者
の
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
、

自
尊
心
が
高
ま
る
と
い
っ
た
私
た
ち
が

取
り
組
む
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
支
援
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
助
成
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6

時代や社会の変化とともに保育や教育、福祉などにおいて、障害のある
子どもや発達につまずきのある子どもへの支援が、少しずつ進んできています。
しかし、社会の障害に対する理解や配慮はまだまだ不足しており、孤立した
子育てを強いられている現状があります。保育園や学校、支援事業所などは
子どもへの支援が中心であり、家族に行き届く支援が十分に行われていない
こともあります。家庭の多様なライフスタイルを尊重し、様々な人との
関わりの中で多様な子育ての価値観に触れられる機会も大切な社会資源です。

7

一般社団法人芳心会 様　公益財団法人前川報恩会 様より
福祉活動として助成金をいただきました

障害のある子どもを育てた経験のある家族が、
他の家族を支援するシステムを「ペアレント・メンター」といいます。

メンター（mentor）とは「信頼のおける相談相手」という意味で、
既に欧米でも診断を受けたばかりの子どもの親や、様々な子育ての悩みを持つ親に対して

話を聞き、情報提供を行うペアレント・メンターの活動が行なわれています。

福祉資源の

知
っ
て
お
き
た
い
新
し
い
福
祉
の
法
律
や
資
源
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

「ペアレントメンター」

　和歌山県には、「医療的ケ
ア」を必要とする子どもたちの
教育と生活を考える会があります。
その会の中に、「紀いけあ」という家族部会があり
ます。医療的ケアを必要とする児・者の保護者を
サポートする活動をされています。医療的ケア児
とは、医学の進歩を背景として、NICU 等に長期
入院した後、引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使
用し、たんの吸引等の医療的なケアが日常的に必
要な子どもたちです。昨今、医療技術の進歩とと
もに在宅で過ごす医療的ケア児・者が増えてい
ます。高度な医療的ケアが必要な場合には、家族
が命を守るためのケアをしていることが多く、「医
療的ケア児・者」とその家族が地域で共に社会
生活を送るうえで大きな負担となっています。
　また、医療的ケアを必要とする子どもやその家
族に対して支援を実施しているサービス事業所

が少ない状況です。地域生活を送る上で利用した
い支援をうまく組み合わせることも難しく、支援
を受けることをより困難にしています。そのよう
な場合には、ペアレントメンターとして先輩の家
族から直接話を聞いて、これまでの経験に基づい
た助言や必要な情報を得ることができます。また、
和歌山県においては、発達障害のある子どもの
家族についても、ペアレントメンターの活動が行
われています。
　当事者視点による共感性に基づいたメンター
による支援は、専門機関による支援とは異なる家
族の立場からしかできない効果が期待されてお
り、有効な家族支援システムとして
推奨されています。

「ペアレントメンター」

ペアレントメンターに関するお問い合わせ        暮らし応援センターシアフル  TEL. 0736-22-3281

●同じ親として仲間の子どもの
　障害理解や障害受容の支援を行う
●障害と支援に関する情報の提供を行う 
●地域資源に関する情報の提供を行う

●専門機関での相談のきっかけづくりと
　なるような支援を行う などがあります。

ペアレント
・

メンターの
役割

としては…

●気持ちや悩みを
　聞いてもらいたいとき
●聞いてもらう中で自分なりに整理をしたいとき
●愚痴を聞いてもらいたいとき
●情報がほしいとき などです。

具体的にペアレント・メンターを活用する場面としては


